

















































































































































































































































































































































































































点 cと点 dは無く、点 eとなる。
0
領域Ⅲ領域Ⅳ























































































開（論理）を、8 place logic あるいは 6place logicと
呼ぶことができる。
⑾　これに関連して、田中茂次教授は会計言語は日常言語
の翻訳の結果であるとしたうえで、チョムスキーの変形
生成文法に依拠して会計言語の深層構造を説明する(田
中1995、44－69)。そこでは二者間の逆関係に注目して、
会計言語を構成する取引を二つの一元的取引（犠牲関連
取引と便益関連取引）ととらえることを考察の出発点と
して会計言語の構造を究明されている。また、冒頭でも
述べたが、笠井昭次教授は複式簿記の基底には勘定分類
があるとし、それは企業資本等式として定式化されてい
る。その企業資本等式は資本循環シェーマの企業会計的
変容によって導出される。そこでは企業の活動が資本貸
与活動（時間）と価値増殖活動（空間）に区別される。
⑿　おそらく再現される元のかたちはただひとつには決ま
らず数種類のものが考えられることになるだろう。つね
に解釈の余地は残る。われわれ人間はある絵を見て、経
験から元のかたちを「ありそうな(probable)」かたち
として想像することはできても、「ありえる(possible)」
かたちとしてただひとつの解釈に決めることはできな
い。「ありえる」かたちとして答えが複数あることはむ
の関係を認めたうえで二者間に分節してとらえる
のとではその意味するところは全く異なる⑾。
　最後に課題をあげる。三者間の関係を二者間の
関係に切り取って表現するシステムが複式簿記だ
と述べた。その切り取る理由として、＜貸借＞関
係および「時間差」をあげたが、３次元を２次元
で表現する、すなわち紙の上（平面）に記録する
制限からきているのか、それとも人間は三者以上
の関係を一度に表現（言語化）できないことから
くるのか、などほかの理由も考えられる。このこ
とは再考したい。また、デカルト座標上で取引記
録を考えたが、そもそもデカルト座標じたい、す
でに何かを捨象しているのであり、いったんデカ
ルト座標上に置かれてしまうと、そこを出発点と
して考察がリニアに展開していってしまう（評価・
測定問題へと進んでいく）。本稿はデカルト座標
を出発点として展開する直前、すなわち現象→記
録→計算のプロセスのうち、現象→記録の原初的
な面に注目して考察してきた。ではいったんデカ
ルト座標という平面上（２次元）に記録されたも
のから、元の現象・かたち（３次元）に再現する
ことができるであろうか。つまり３次元を２次元
として描いた絵をみて、２次元から３次元へと元
のかたちに戻すこと（一点透視図法により描かれ
た絵をもとに元々の情景を再現すること）は可能
であろうか⑿。この問題、すなわち分節化（仕訳
化）以前に戻って記録を考えること、そのために
３次元意味空間といったよりトポロジカルな視点
で「勘定科目」間の関係を考えることは今後の課
題である。
＜註＞
⑴　青柳教授にあっては、複式簿記は会計言語（仕訳記
録という「文」の集合）の文法ととらえられる（青柳
1991、117－119）。
⑵　筆者は人間の認識（認知）と言語の関係に関心がある。
そうした意味で、本稿の考察は認知言語学的な考察ある
いは言語的意味論からの考察ともいえる。
⑶　本稿は、池上（1993、255－320）（第6章　語彙におけ
る意味構造）および国廣（1996,143－181）（第4章　語
彙の構造）を参考に＜意味場＞をとらえている。
⑷　ただし、青柳教授は個々の要素（語）ではなく、類型
化された集合としての5つの｢勘定｣概念の意味成分を導
出したのであって、類型化される前の｢勘定科目｣(語)の
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論的考察―」『會計』第172巻第1号（2007年7月）、
69－82頁。
――――（2009a）「会計と対称性」（『笠井昭次先生古稀
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巻）』慶應義塾大学出版会（私家版）、29-47頁）
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しろ当然のことだからである。その一方で、「ありそう
な」かたちを決めるためには、別の要素を取り入れた理
論（ルール）が必要になる。こうした議論は概念フレー
ムワークの問題にも関連してくると思われる。
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